
晩夏の小樽へ、そして『2016 小樽・鉄路・写真展』へようこそ。ここ手宮線は、北海道最古・日
本で3番目に長い歴史を持つ鉄路です。この街の昔と今がつながる場所を舞台に開かれる野外
写真展に、今年も写真を持って帰ってきました。

初めてこの写真展と出会ったのは、まだ東京に住んでいた頃、夏の旅で北海道にやってきた時で
した。天井も壁もない、錆びたレールと夏草だけがある空間に写真が並び、見せる人も見る人も
自由にそこにいる…写真ってこんなに自由なものなのだと感じた衝撃が、僕自身今に至るまで写
真を続けている原動力のひとつです。
季節は夏の終わり。吹き抜ける風は昼間には暑くても、夜にはかなり冷えるようになります。海か
らと山からの、そして昔と今の空気が出会う小樽の街で、それが最もいい比率でブレンドされて
いるのがこの場所だと僕は思います。そして、ここに汽車が走っていた頃にも、窓を開けて同じよ
うに混じり合う空気を感じながら旅をした人がきっといたことでしょう。
港町である小樽には、それこそ数えきれぬほどの旅人が訪れ、旅を始め、また終え、あるいは次
の目的地へと旅立っていきました。旅人の顔を、そして背中をたくさん見てきた場所です。
僕は、「後ろ姿の見える写真」を撮りたいとずっと思っています。時に顔よりも饒舌な表情を見せ
る後ろ姿。声高ではないけど、その瞬間に至るまでの物語が垣間見えるような。

「たどりつく」と、「また 旅に出る」。
海辺を歩くと、たくさんの漂着物…流木やプラスチック片に出会います。全く違うところを旅立っ
た誰かが、この場所で出会う。そして別れていく…そんなふうな姿に感じられます。そして、暮れ
ていく頃に港の端に立って水面に遥か遠くを思う時、ひとりひとりが旅を続けている後ろ姿が見
えてきます。もちろん僕も、あなたも、そのひとりです。

昨年初めて、風に吹かれる写真に挑みました。この場所に15年毎年帰ってくる中で、ようやく"た
どりつけた"景色でした。
今年はこの2つの光景にすべてを込めました。他のどこにもない空気の中で、"また 旅に出る"ま
での時間を過ごそうと思います。

あなたがこの街に、この場所にたどりつき、そしてまた旅に出るまでの時間が、心動くものであり
ますように。
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また 旅に出る
Departure again, again, and again.

たどりつく
Finally I reach here.
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